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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

北海道産「黒千石」大豆を使った菓子類、弁当のほか、

研究用蛍光ソルバトクロミック色素「POLARIC™」、研究

用タンパク質分離装置「Nativen®」等

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

機能性食品や素材、化粧品素材、試験･分析サービスなど

関連市場は535億円、産業連関による波及効果は861

億円と見込んでいる。
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成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

札幌周辺を核とする道央地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（第Ⅱ期））　

『小腸上皮抗菌ペプチドを指標とした腸内環境改善
アッセイサービスと乳酸菌の整腸物質解明』

（株）プライマリーセル、北海道システムサイエンス（株）、サッポロビール（株）、雪印メグミルク（株）　他
北海道大学、札幌医科大学、旭川医科大学、北海道情報大学、酪農学園大学　他
旭川食品産業支援センター　他

公益財団法人　北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）
〒001-0021  北海道札幌市北区北21条西11丁目　北海道大学北キャンパス総合研究棟3号館3F
TEL：011－757－2288　FAX：011－757－2289　e-mail：k-cluster@noastec.jp
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情報通信ライフサイエンス
平成19年6月～平成24年3月（予定）

　これまで、腸内細菌叢改善として乳酸

菌、ビフィズス菌、オリゴ糖などの摂取

が推奨されてきたが、Bio-Sでの研究か

ら、宿主側の小腸で分泌される抗菌ペプ

チドが大腸の菌叢を大きく変えることを

見出した。この成果を活かし、食品成分

による腸内細菌の改善効果試験、腸内

細菌の解析および関連解析サービスを

行う企業ネットワークを構築した。次世

代シーケンサーによる腸内細菌叢メタゲ

ノム解析やDNA解析に基づくプロファ

イル分析、抗菌ペプチドの新しい測定技

術等であり、細胞･動物試験、ヒト介入試

験と幅広く対応可能である。また、麦芽

乳酸菌の整腸作用に関する研究では、乳

酸菌から分泌された物質が腸の上皮細

胞に発現しているタンパク質を介して有

害物質や病原菌の進入を防ぐことを明ら

かにした。健康食品への応用はむろんの

こと、病原性大腸菌や腸疾患に対処する

手掛かりとして期待されている。

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

ポータブル型超音波頸動脈弾性測定装置：3台

減塩指導システム：22台（いずれも試作実績）

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

ポータブル型超音波頸動脈弾性測定装置：50億円

減塩指導システム：1億円（いずれも見込み）

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

広域仙台地域

地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型（第Ⅱ期））

『豊かな健康社会の創成』

東北大学病院、宮城県立循環器・呼吸器病センター、JR仙台病院、（財）宮城県成人病予防協会、
本多電子（株）、フクダ電子（株）、富士フイルム（株）、（株）エヌ・ティ・ティ・ドコモ、（株）アイ・ティ・リサーチ、
東杜シーテック（株）、（株）マッシュルームソフト
東北大学、東北福祉大学、東北工業大学、宮城学院大学
宮城県、仙台市

株式会社 インテリジェント・コスモス研究機構　知的クラスター事業推進室
〒980-6107　宮城県仙台市青葉区中央一丁目3番1号　AER7階
TEL：022－346－9237　FAX：022－346－9238　e-mail：sendai-cluster2@icr-eq.co.jp
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情報通信ライフサイエンス
平成19年6月～平成24年3月（予定）

　県民・市民が個人の特性に応じて選択可能な健康サービスを

受け、自身の健康を管理し、生涯健康な人生を送ることができ

る予防型健康社会の実現を目指し、健康・診断・診療に役立つ機

器と、健康管理に役立つサービスプログラムの開発を行っている。

この中から、2件紹介する。

1．ポータブル型超音波頸動脈弾性測定装置

　従来、頸動脈エコーでは、頸動脈の機能（弾性）を測定するこ

とができず、血管の形態（内膜と中膜の厚さ（IMT））を計測して、

動脈硬化等の判定に利用してきた。私たちは、ひずみ計測精度

10％以下という高精度で頸動脈壁の弾性を直接測定でき、動

脈硬化症や、その治療効果の判定等に役立つソフトウエアを組

み込んだポータブル型超音波頸動脈弾性測定装置を開発した。

重量3kg、予定販売価格500万円で、画像解析能力も高く、病

院、診療所のみならず、健診でも大いに利用できる。

2．減塩指導システム

　高血圧症、動脈硬化症等の発症予防に食塩摂取量のコントロ

ール（減塩）が大変に重要である。そこで、食事データをタッチパ

ネルで入力すると、即時に食塩摂取量、摂取カロリー、栄養バラ

ンスを算出し、図形化して提示し、食事指導に利用できる減塩

指導ソフトウエアを開発した。栄養士にも大変に好評で、広く利

用していただくよう販売価格も5万円以下に設定し、平成23年

中に市販する予定である。

＜グローバル型（第Ⅱ期）＞ ＜グローバル型（第Ⅱ期）＞

【腸内環境改善アッセイサービス】

【麦芽乳酸菌“SB88”】

小腸上皮による
　　腸内細菌叢制御試験
抗菌ペプチド分泌試験

胃 小腸 大腸

小腸絨毛
パネート細胞を培養
食品成分の添加

パネート細胞の分離
殺菌試験
ELISA測定

腸内細菌叢メタゲノム解析
　（次世代シーケンサー）
腸内細菌プロファイル解析
　（T-RFLP法）
αーディフェンシンELISA測定
糞便臭気解析

マウスによる腸内細菌改善試験

ヒト介入試験
臨床検査（血液・尿など）

腸内細菌叢メタゲノム解析
　（次世代シーケンサー）
腸内細菌プロファイル解析
　（T-RFLP法）
αーディフェンシンELISA測定
糞便臭気解析

In vitro 試験

In vivo 試験

ヒト試験


